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年
間
通
し
て
入
荷
し
て
い
る

マ
メ
科
野
菜
類

第301 回

マ
メ
科
野
菜
類
は
基
本
的
に
は
季
節
野
菜
。
和

食
の
世
界
で
は
、
旬
を
「
さ
か
り
」、
旬
よ
り
早

い
も
の
は
「
は
し
り
」、遅
く
出
る
の
は
「
な
ご
り
」

と
し
て
、
正
式
な
和
食
の
「
先
付
け
」
は
、
こ
の

３
つ
の
要
素
を
取
り
入
れ
る
の
が
決
ま
り
だ
。
生

産
技
術
的
に
い
え
ば
、
早
く
出
す
「
促
成
」
栽
培
、

遅
く
出
す「
抑
制
」栽
培
。
早
出
し
は
高
値
が
つ
く
。

今
で
も
、青
果
卸
売
会
社
の
〝
花
形
部
門
〟
は
「
促

成
部
」
で
あ
る
。
マ
メ
科
野
菜
類
は
促
成
、
抑
制

が
競
い
合
う
こ
と
で
周
年
化
し
た
。

【
概
況
】
東
京
市
場
の
イ
ン
ゲ
ン
の
入

荷
量
は
、
年
間
を
通
じ
る
と
２
７
０

０
ｔ
前
後
。
他
の
豆
類
野
菜
は
季
節

性
が
強
く
、
大
き
な
ピ
ー
ク
を
作
る

入
荷
パ
タ
ー
ン
な
の
に
、
イ
ン
ゲ
ン

は
毎
月
ほ
ぼ
２
２
０
ｔ
平
均
で
入
荷
し
て

い
る
。
冬
場
は
沖
縄
、
鹿
児
島
な
ど
の
九
州

圏
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
千
葉
、
茨
城
な

ど
関
東
圏
、
夏
後
半
か
ら
秋
は
福
島
、
青
森

な
ど
の
東
北
圏
か
ら
と
、
年
間
リ
レ
ー
供
給

体
制
が
形
成
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
消
費
者

に
と
っ
て
季
節
野
菜
と
い
う
意
識
は
あ
ま

り
な
く
、
年
間
通
し
て
利
用
し
て
い
る
。

【
背
景
】
イ
ン
ゲ
ン
は
本
来
、
春
か
ら
夏
に

か
け
て
が
生
産
適
温
で
あ
り
、
こ
の
時
期

に
出
て
く
る
関
東
・
東
北
産
地
で
ほ
ぼ
50

％
を
占
め
る
。
一
方
で
、
１
月
か
ら
桜
が

咲
く
亜
熱
帯
の
沖
縄
で
促
成
栽
培
す
れ
ば
、

本
土
の
厳
冬
期
に
生
産
・
出
荷
が
可
能
で
、

「
季
節
早
ど
り
」
に
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

早
出
し
が
有
利
販
売
さ
れ
る
や
鹿
児
島
、
長

崎
な
ど
の
九
州
産
地
が
こ
ぞ
っ
て
生
産
導

入
し
た
こ
と
で
単
価
も
こ
な
れ
、
冬
か
ら

春
先
ま
で
の
早
出
し
需
要
が
生
ま
れ
た
。
近

年
で
は
幅
広
の
品
種
（
サ
ー
ベ
ル
、
マ
ン

ズ
ナ
ル
等
）
が
支
持
さ
れ
て
い
る
。

【
今
後
の
対
応
】
前
年
８
月
か
ら
直
近
の
７

月
ま
で
の
１
年
間
で
み
る
と
、
20
年
９
月
に

福
島
産
が
猛
暑
被
害
で
出
荷
が
半
減
し
、
単

価
が
前
年
よ
り
１
・
５
倍
に
な
っ
た
。
21
年

１
月
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
も
手
伝
っ
て
沖
縄
産

中
心
に
前
年
よ
り
４
割
近
く
減
り
、
単
価
も

１
・
４
倍
と
な
っ
た
。
豆
類
は
天
候
に
左
右

さ
れ
た
り
手
も
か
か
る
と
い
わ
れ
る
一
方
、

小
売
販
売
用
も
業
務
用
も
安
定
し
た
需
要
が

あ
る
た
め
に
、
大
き
な
入
荷
増
減
と
価
格
暴

騰
が
起
き
や
す
い
。
国
産
の
緊
急
時
に
は
モ

ロ
ッ
コ
産
が
飛
ん
で
く
る
。
国
産
で
の
補
完

体
制
が
必
要
だ
。

【
概
況
】
東
京
市
場
の
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ

は
、
入
荷
の
ピ
ー
ク
が
12
月
か
ら
春

に
か
け
て
で
あ
る
。
本
来
は
夏
中
心

の
品
目
で
あ
り
、
地
域
の
直
売
所
に

も
春
～
夏
の
時
期
に
多
い
。
昔
か
ら

サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
は
大
き
く
し
て
収
穫
し
、
煮

物
一
般
に
使
わ
れ
て
お
り
、
地
場
で
の
生
産

は
継
続
し
て
い
る
。
そ
れ
を
反
映
し
て
か
、

東
京
市
場
へ
は
35
も
の
都
道
府
県
、
外
国
産

も
中
国
、
タ
イ
な
ど
か
ら
入
荷
す
る
。
入
荷

が
途
切
れ
る
月
は
な
い
が
、
直
近
で
は
今
年

３
月
の
入
荷
が
こ
こ
数
年
で
は
最
も
多
く
、

一
番
少
な
い
月
と
比
べ
る
と
20
倍
以
上
に
。

【
背
景
】
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
は
、
昭
和
の
時
代

に
は
初
夏
を
中
心
に
東
京
市
場
に
１
万
ｔ

近
く
入
荷
し
て
い
た
春
を
告
げ
る
豆
類
野

菜
だ
っ
た
。
以
降
、
産
地
間
で
早
出
し
競

争
が
あ
り
、
九
州
産
地
や
愛
知
な
ど
の
促

成
産
地
が
、
年
内
か
ら
出
荷
す
る
ま
で
に

な
る
が
、
ア
ス
パ
ラ
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な

ど
の
洋
野
菜
が
増
え
て
き
て
、
だ
ん
だ
ん

東
京
市
場
で
は
人
気
が
落
ち
て
い
っ
た
。
さ

ら
に
バ
ブ
ル
崩
壊
で
〝
安
値
志
向
〟
が
強

ま
っ
て
、
平
成
も
10
年
に
入
っ
た
こ
ろ
に

は
、
中
国
産
の
シ
イ
タ
ケ
や
ス
ナ
ッ
プ
エ

ン
ド
ウ
が
安
売
り
の
目
玉
商
品
と
な
る
。

【
今
後
の
対
応
】
生
で
食
べ
ら
れ
る
ス
ナ
ッ

プ
エ
ン
ド
ウ
は
「
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
」
に
分
類

さ
れ
、
東
京
市
場
に
お
け
る
ピ
ー
ク
時
に
は

７
０
０
０
ｔ
、
産
地
の
中
国
は
７
割
の
シ
ェ

ア
を
占
め
て
い
た
。
こ
の
と
き
中
国
産
は
通

関
時
で
キ
ロ
１
８
０
円
、
市
場
で
は
２
５
０

円
程
度
。
国
産
の
半
値
で
売
ら
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
当
時
、
子
供
の
お
や
つ
と
し
て
人

気
を
博
し
た
。
中
国
産
が
ほ
ぼ
撤
退
し
た
今

で
は
、
国
産
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
は
愛
知
や

静
岡
、
鹿
児
島
な
ど
で
生
産
・
出
荷
さ
れ
て

い
る
が
、
単
価
高
く
、
中
国
産
が
創
り
出
し

た
需
要
を
カ
バ
ー
で
き
て
い
な
い
。

インゲン

サヤエンドウ

豆
類
野
菜
に
は
珍
し
い
周
年
供
給
体
制
、
極
端
な
増
減
に
対
策
を

人
気
落
ち
た
が
35
県
か
ら
入
荷
。
ス
ナ
ッ
プ
需
要
に
対
応
を

量
（ｔ） （円／㎏）

価格 
19-20年数量 20-21年数量
19-20年単価 20-21年単価

19-20年 2,774t／875円
20-21年 2,604t／909円
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量
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価格 
19-20年 1,297t／1,096円
20-21年 1,517t／998円

6 （月）5432112111098 7

19-20年数量 20-21年数量
19-20年単価 20-21年単価

0

50

100

150

200

250

300

350

700

900

1,100

1,300

1,500

野菜生産者のための相場研究



51 農業経営者 2021 年 10 月号

流通
ジャーナリスト

小林 彰一
青
果
物
な
ど
農
産
物
流
通
が
専
門
。
㈱
農
経
企
画
情
報
セ
ン
タ
ー
代
表
取
締
役
。「
農
経
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
ズ
」
を
主
宰
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
情
報
紙
『
新
感
性
』、
月
刊
『
農
林
リ

サ
ー
チ
』を
発
行
。
著
書
に『
日
本
を
襲
う
外
国
青
果
物
』『
レ
ポ
ー
ト
青
果
物
の
市
場
外
流
通
』

『
野
菜
の
お
い
し
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
』
な
ど
が
あ
る
ほ
か
、生
産
、流
通
関
係
紙
誌
で
の
執
筆
多
数
。

産
技
術
的
に
い
え
ば
、
早
く
出
す
「
促
成
」
栽
培
、

遅
く
出
す「
抑
制
」栽
培
。
早
出
し
は
高
値
が
つ
く
。

今
で
も
、青
果
卸
売
会
社
の
〝
花
形
部
門
〟
は
「
促

成
部
」
で
あ
る
。
マ
メ
科
野
菜
類
は
促
成
、
抑
制

が
競
い
合
う
こ
と
で
周
年
化
し
た
。

【
概
況
】
東
京
市
場
に
お
け
る
ソ
ラ
マ

メ
は
、
年
間
２
５
０
０
ｔ
ほ
ど
入
荷

す
る
が
、
12
月
か
ら
始
ま
っ
て
５
月

が
ピ
ー
ク
。
半
年
で
ほ
ぼ
終
了
す
る
、

マ
メ
科
野
菜
本
来
の
季
節
性
が
強
い
。

キ
ー
産
地
は
７
割
を
占
め
る
鹿
児
島
で
、
11

月
に
離
島
産
地
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
出
荷

ピ
ー
ク
は
３
月
。
こ
れ
を
千
葉
、
茨
城
な
ど

関
東
勢
が
引
き
継
ぎ
夏
前
に
は
終
わ
る
。
か

つ
て
昭
和
期
に
は
１
万
ｔ
を
超
え
て
い
た
。

当
時
、
西
は
愛
媛
、
北
は
宮
城
が
鹿
児
島

と
関
東
産
地
の
中
間
と
、
関
東
後
の
終
盤
を

担
っ
て
い
た
が
、
今
は
衰
退
し
た
。

【
背
景
】
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
と
は
異
な
り
、
ソ

ラ
マ
メ
は
マ
メ
科
野
菜
の
中
で
は
明
確
な

個
性
が
あ
り
、
今
で
も
季
節
性
を
発
揮
し

て
い
る
。
か
つ
て
卸
売
市
場
で
は
、
エ
ダ

マ
メ
は
６
月
ま
で
で
７
月
か
ら
は
ソ
ラ
マ

メ
の
需
要
が
強
く
な
る
、
な
ど
と
い
わ
れ

て
い
た
が
、
今
で
は
エ
ダ
マ
メ
が
圧
倒
し

て
、
ソ
ラ
マ
メ
の
影
が
薄
く
な
っ
た
。
そ

の
原
因
の
ひ
と
つ
が
、
ガ
タ
イ
は
大
き
い

が
可
食
部
分
が
少
な
く
、
割
高
感
が
あ
る

点
だ
ろ
う
。
可
食
部
の
重
量
割
合
は
30
％

し
か
な
く
、
野
菜
の
中
で
は
〝
最
も
高
い

廃
棄
率
〟
で
あ
り
、
損
し
た
気
分
に
な
る
。

【
今
後
の
対
応
】
和
食
の
材
料
と
し
て
ソ
ラ

マ
メ
は
重
宝
さ
れ
て
お
り
、
一
般
に
も
根
強

い
人
気
が
あ
る
。
短
い
旬
と
い
う
部
分
に
も

魅
せ
ら
れ
る
向
き
も
あ
る
。
昔
か
ら
山
菜
の

タ
ラ
の
芽
と
並
ん
で
、「
周
年
化
し
て
も
需

要
は
あ
る
」
と
い
わ
れ
て
き
た
品
目
な
の
だ

が
、
い
か
ん
せ
ん
あ
の
〝
損
し
た
感
〟
が
ネ

ッ
ク
に
な
る
。
剥
き
品
も
出
て
い
る
が
、
単

価
が
高
い
上
に
加
工
・
包
装
費
が
か
か
り
、

ど
こ
か
鮮
度
も
信
用
で
き
な
い
。
か
つ
て
の

産
地
だ
け
で
な
く
、
各
地
で
地
場
生
産
さ
れ

て
い
る
の
だ
か
ら
、
産
地
リ
レ
ー
し
て
供
給

す
る
仕
掛
け
が
ほ
し
い
。

【
概
況
】
東
京
市
場
の
エ
ダ
マ
メ
は
、

過
去
１
年
（
20
年
８
月
～
21
年
７
月
）

を
そ
の
前
年
と
比
べ
る
と
、
数
量
は

10
％
減
っ
て
12
％
高
く
な
っ
た
。
こ

の
期
間
の
特
徴
は
、
20
年
７
月
の
日

照
不
足
と
８
月
の
猛
暑
の
影
響
で
、
８
～
10

月
の
入
荷
が
大
き
く
減
っ
た
こ
と
だ
。
21
年

の
場
合
、
前
哨
戦
の
５
～
７
月
は
前
年
実
績

を
上
回
る
勢
い
で
、
平
年
ベ
ー
ス
か
と
も
思

わ
れ
る
が
、
８
月
が
上
旬
に
猛
暑
だ
っ
た
こ

と
で
秋
田
を
始
め
東
北
産
地
が
影
響
を
受

け
て
い
る
も
の
の
、
20
年
と
は
異
な
り
中
旬

に
は
降
雨
と
と
も
に
温
度
を
下
げ
た
。

【
背
景
】
20
年
８
月
か
ら
21
年
７
月
の
過
去

１
年
を
振
り
返
る
と
、
東
京
市
場
の
シ
ェ

ア
１
位
が
前
年
よ
り
25
％
増
や
し
た
秋
田

で
27
％
、
２
位
は
前
年
31
％
で
シ
ェ
ア
１

位
だ
っ
た
が
８
％
減
ら
し
た
群
馬
。
秋
田

は
、目
指
し
て
き
た
「
東
京
市
場
で
ト
ッ
プ
」

の
目
標
を
２
年
ぶ
り
に
２
回
目
を
達
成
し

た
。
ま
た
、
20
年
９
月
は
前
年
よ
り
３
割

も
の
大
幅
減
だ
っ
た
が
、
そ
の
要
因
は
猛

暑
被
害
で
、
ト
ッ
プ
の
秋
田
産
が
３
割
減

と
な
っ
た
た
め
だ
。
こ
の
状
況
を
、
前
年

よ
り
10
倍
も
出
荷
を
増
や
し
た
２
位
群
馬

県
が
救
っ
た
こ
と
に
な
る
。

【
今
後
の
対
応
】
過
去
10
数
年
の
エ
ダ
マ
メ

入
荷
の
推
移
で
大
き
な
特
徴
は
、
８
月
以
降

10
月
く
ら
い
ま
で
の
晩
生
と
も
い
え
る
時
期

が
大
き
く
増
え
た
こ
と
だ
。
い
わ
ゆ
る
「
な

ご
り
」
時
期
に
抑
制
産
地
が
増
え
て
、
全
体

に
出
荷
期
は
広
が
っ
た
。
厳
密
な
周
年
産
地

は
静
岡
の
み
で
、
入
荷
数
量
が
増
え
た
の
は

早
生
か
ら
中
生
、
最
後
に
晩
生
の
品
種
特
性

を
、「
お
い
し
さ
リ
レ
ー
」
と
し
て
、〝
旬
の

期
間
〟
を
延
ば
し
た
。
エ
ダ
マ
メ
は
近
年
、

日
本
種
の
採
用
な
ど
で
輸
入
さ
れ
る
冷
凍
品

の
品
質
、
食
味
が
向
上
し
て
、
実
質
的
に
周

年
化
し
て
い
る
。

ソラマメ

エダマメ

強
い
季
節
性
を
残
す
が
、
可
食
率
低
く
高
値
感
の
払
拭
を

晩
生
種
も
投
入
し
た
秋
田
県
が
ト
ッ
プ
に
、
国
産
は
季
節
野
菜

6 （月）5432112111098 7

量
（ｔ） （円／㎏）

価格 
19-20年 2,494t／474円
20-21年 2,344t／499円

19-20年数量 20-21年数量
19-20年単価 20-21年単価
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量
（ｔ） （円／㎏）

価格 
19-20年 5,687t／812円
20-21年 5,116t／913円

6 （月）5432112111098 7

19-20年数量 20-21年数量
19-20年単価 20-21年単価
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